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資料１-１-１　世界環流プログラム概略図

（出典：「埼玉大学ホームページ」）
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社会調査士の資格について 

 

 

社会調査士とは、社会調査の知識や技術を用いて、世論や市場動向、社会事象等を捉える

ことのできる能力を有する「調査の専門家」のことです。 

社会調査士の資格は、一般社団法人社会調査協会の定めに基づいて本学が設置している調

査に関する５科目と社会調査実習１科目を単位修得することで卒業時に申請によって取得で

きます。卒業時に社会調査士資格を取得見込みの者には社会調査士資格見込証明書が発行さ

れます。 

社会調査士の資格に必要な科目・単位は、次の通りです。 

 

社会調査士資格に関する科目 本学開設授業科目名 単位数 開講学部

社会調査法Ⅰ 
Ａ 社会調査の基本的事項に関する科目 

社会環境設計論A・社会調査 
２ 経済学部

Ｂ 調査設計と実施方法に関する科目 社会調査法Ⅱ ２ 教養学部

統計学Ⅰ 
Ｃ 基本的な資料とデータの分析に関する科目

統計入門 
２ 経済学部

統計学Ⅱ 
Ｄ 社会調査に必要な統計学に関する科目 

数理統計特講 
２ 経済学部

Ｅ 量的データ解析の方法に関する科目 データ解析実習 ２ 教養学部

Ｆ 質的な分析の方法に関する科目     

Ｇ 社会調査の実習を中心とする科目 社会調査実習 ２ 教養学部

 

１）本学開設授業科目名欄が上段と下段に分かれている場合には、上段は教養学部学生向け

開講科目名、下段は経済学部学生向け開講科目名をそれぞれ表しています。分かれていな

い場合には、教養学部の開講科目名を表しています。 

２）「社会調査実習」はＡ～Ｄの４科目を単位修得した者のみ履修することができます。 

３）履修その他の諸手続きについては、掲示します。 

埼玉大学

資料１-１-５　社会調査士関連科目と開講科目
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各コース長 殿

理工学研究科長
水 谷 忠 良

平成２１年度リサーチ・アシスタントの採用について（通知）

このことについて、７月１０日開催の理工学研究科代議員会で承認いただきました博士後期課程充実のた
めの方策として、下記区分によりＲＡを採用することとしましたのでお知らせします。
下記区分に該当する学生は、別紙名簿のとおりです。
（相違する場合は、理工学研究科総務係迄ご連絡願います。）
つきましては、別紙「平成２１年度リサーチアシスタント（ＲＡ）について」により必要書類をご提出願います。
なお、下記に示した限度額の執行に際してはその趣旨を踏まえ、適正かつ効果的な運用がなされますよう

十分配慮くださるようお願いいたします。

記

（平成２１年度ＲＡ時間単価 １，５１０円）

※ 注１ 下記の学生は、今年度ＲＡ採用対象外です。
・ 国費留学生
・ 社会人
・ 留年生
・ 休学者
・ 日本学術振興会特別研究員
・ 理研ＪＲＡ（ジュニア・リサーチ・アシスタント）

※ 注２ 授業料全額免除者（通年）は、現時点では確定していないため、今回の採用計画では前期授
業料が全額免除され、かつ後期免除申請予定「有」の学生を同区分の該当見込者として取扱
います。なお、該当見込者のうち、後期分の選考結果（12月）が不許可となった場合には採用
計画書及びパート教職員個人票の変更の申し出が必要となります。
（年間限度時間数１６６Ｈ→３６５Ｈ）

※ 注３ 別紙名簿の入学区分欄は入学時のデータで分類しているため、記載されている入学区分が
１進学・２一般の場合は、ＲＡ区分欄が１又は２となっている方がおりますが、現在「社会人」
の方については、改めてＲＡ採用対象外になりますので、現況の確認をお願いします。

授業料全額免除者（通年）

１６６時間

1

2

労働時間
（年間限度時間数）

区分

一般学生（授業料半額免除者等を含む）

賃金

(年間限度額）

平成21年7月28日

理研ＩＰＡ（連携国際スクール学生）

５５１，１５０円 ３６５時間

２５０，６６０円 １６６時間

２５０，６６０円 １６６時間

奨学金受給者 ２５０，６６０円

埼玉大学

資料１-１-６　RA採用通知文書
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| |

http://www.saitama-u.ac.jp/entrance/policy/graduate.html

| |

http://www.saitama-u.ac.jp/entrance/policy/graduate.html
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○国立大学法人埼玉大学早期卒業に関する規則

平成20年６月12日
規 則 第 5 1 号

（趣旨）

第１条 この規則は、国立大学法人埼玉大学学則第47条の２第２項の規定に基づき、

埼玉大学における早期卒業に関し、必要な事項を定める。

（早期卒業の要件）

第２条 早期卒業するためには、各学部で定める卒業に要する単位を修得し、かつ、

成績優秀であることを要件とする。

（早期卒業の時期）

第３条 早期卒業の時期は、３年次終了時又は４年次前期終了時とする。

（早期卒業の申請・認定）

第４条 早期卒業を希望する者は、３年次前期末に所属学部長にその旨を申し出な

ければならない。

２ 所属学部の教授会は、早期卒業希望者の申し出に基づき、審査し、早期卒業の

認定を行う。

（早期卒業の実施等）

第５条 早期卒業の実施及び早期卒業に関し必要な事項は、各学部において別に定

める。

附 則

この規則は、平成20年６月12日から施行する。

埼玉大学

資料１-２-３　早期卒業規則
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http://www.saitama-u.ac.jp/news/20080523.html

| |

http://www.saitama-u.ac.jp/news/20090330.html
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埼玉大学

資料２-２-１　平成20・21年度 共同研究・              受託研究受入件数・金額等

（出典：「平成22年４月22日開催　平成22年度第２回全学運営会議　　　　 資料」 P８-９）



-8-



Saitama UniversitySaitama University
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　埼玉大学

資料３-１-３　埼玉大学共生社会教育研究センター　　　　　　　所蔵資料に関する覚書　
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この部分は著作権の関係で掲載できません。

資料３-１-４　本学との協定に関する国際協力銀行　　　　　　　プレスリリース（抜粋）

埼玉大学

（出典：「（独）国際協力機構（旧国際協力銀行）ホームページ」）
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